




 
 

④中小企業・小規模企業の円滑な事業承継の促進については、「三重県事業承継支援方針」（平成 30

年３月策定）に基づき、三重県事業承継ネットワーク（事務局：（公財）三重県産業支援センター）

において各支援機関と連携しながら、「プレ承継」「事業承継」「ポスト承継」の各段階に応じた総合

的・集中的な支援に取り組んでいるところです。今後は、事業承継診断等により掘り起こした事業

承継ニーズをふまえ、専門家チームの派遣など個別の事業者の支援に力点を置くとともに、県内一

律ではなく、地域の実情を踏まえたきめ細かな支援を行っていく必要があります。 

⑤中小企業・小規模企業のニーズに合った金融の円滑化を図っており、平成 30 年度の三重県中小企業

融資制度の新規融資実績（10 月末時点）は、527 件、約 41 億円となっています。引き続き、地域の

雇用や経済を支えている中小企業・小規模企業の振興を図るため、三重県信用保証協会への保証料補助

や金融機関への利子補給補助による低利融資を実現することで、三重県中小企業融資制度を利用する中

小企業・小規模企業の負担を軽減するとともに、資金供給の円滑化による経営基盤の強化を図る必要が

あります。 

⑥平成 28 年 7 月に策定した「ＭＩＥグローバル・スタートアップ・サポートプログラム」に基づき、

グローバルな視点を有する創業・第二創業（スタートアップ）事業者の創出及び成長と、ネットワ

ーク構築を目的として、平成 30 年度は「ＭＩＥグローバル・スタートアップカフェ」を８回開催し

ます。また、グローバル・スタートアップの取組を後押しするため、海外ビジネス展開に係る現地

における市場調査等の経費の一部を「グローバル・スタートアップ支援補助金」により支援（２事

業者）しています。今後も、スタートアップの段階に応じたきめ細かな支援を行い、さらなるスタ

ートアップ創出促進に取り組む必要があります。 

 また、県内中小企業・小規模企業を活性化させていくためには、成長資金の調達の多様化、会社の

知名度の向上、優秀な人材の確保、内部管理体制の充実、社員等のモチベーションの向上に資する

株式上場も視野に入れた企業活動を促進する必要があります。 

⑦地域の商業活性化を進めるため、三重県商店街振興組合連合会が実施する情報提供、単独では実施

が困難な研修・調査、広域にわたる事業等に対して補助金を交付し、広域的に商店街支援を行うと

ともに、地域における商店街振興に係る取組に参画しました。引き続き、地域商店街の活性化に向

けた取組を支援していく必要があります。 

⑧社会経済情勢等が大きく変化し、消費者の価値観やライフスタイルも多様化する中、中小企業・小

規模企業を活性化していくために、他社（者）との差異化や新しい価値の創出が一層重要となって

います。 

⑨伝統工芸品、地場産品等を活用した付加価値の高い商品開発、販路拡大にむけて、デザイナー等と

の連携により、商品の開発・改良から流通までの一貫したデザイン戦略を活用した支援を行うとと

もに、デザイン性の高い優れた商品を三重グッドデザイン（工芸品等）に選定し、県内外で情報発

信を行い、商品開発の機運醸成に取り組んでいます。また、後継者の育成や技術の伝承・向上、販

路開拓に取り組む事業者の支援を行っています。引き続き、事業者の状況に応じたきめ細かな支援

を進めていく必要があります。 

⑩「三重の日本酒」について、ヨーロッパの富裕層をターゲットとして、酒蔵と共に 10 月からフラン

ス・パリで日本に関心の高いシェフ、バイヤー、一般消費者などにプロモーションを行い、海外に

向けた販路開拓及びブランド価値を高めるきっかけづくりに取り組んでいます。現地で把握した課

題をふまえ、付加価値を高めるよう情報発信やツールのブラッシュアップなど、販路開拓、知名度

向上に向けた取組を、中長期的な視点で継続して行うことが必要です。 

 





 
 

④県内の中小企業・小規模企業の経営者の高齢化が進む中、後継者難による廃業や地域経済の損失等

を抑えるため、関係機関が連携して、早期・計画的な事業承継の準備、円滑な事業承継の実施、後

継者による経営革新等への挑戦を促進するなど、「プレ承継」「事業承継」「ポスト承継」の各段階に

応じたきめ細かな支援を総合的・集中的に実施します。特に、優れた技術や経験、雇用が失われる

ことのないよう、後継者を求める県内の個人事業者と「起業」「継業」に関心のある移住希望の若者

等とのマッチング支援や、事業承継後の後継者による再成長に向けた取組の支援などに取り組みま

す。 

⑤中小企業・小規模企業を取り巻く状況をふまえ、三重県中小企業融資制度の見直しを行い、円滑な

資金供給の面から企業の安定・成長を図ります。 

⑥創業・第二創業（スタートアップ）事業者に対して、時代の潮流を捉えてビジネスを実行する力の

養成や、大手・中堅企業等との交流を図り、創業・第二創業の成長に向けて取り組むことにより、

グローバルな視点を持ったスタートアップの創出など新しいビジネス展開の拡大や新しい生活関連

サービス産業の創出など地域経済の循環を図ります。 

 また、株式上場により成長発展を成し遂げ、地域の中核となる企業を創出していくため、経営者や

ポテンシャルの高い企業を主な対象として、関係機関と連携し、株式上場による効果や仕組みなど

の啓発を進めます。 

⑦暮らしやすい環境の確保と地域コミュニティ機能を維持するため商店街等が実施する課題解決に向

けた取組等に対して、専門家の派遣等を中心とした支援を引き続き行うとともに、国等による支援

制度やキャッシュレス決済、ＩＴ利活用等の先進事例の情報提供を図ります。 

⑧ものづくり産業における取組に加えて、県産品、そして県産食材や県内観光資源など、多様な三重

県の魅力（特性）を再認識し、それらを生かしつつ、新たな発想・手法での組み合わせや繋ぎ直し

により、あらゆる分野、活動でオープンイノベーションを促進し、既存産業の高付加価値化や新し

い産業の創出等につなげていきます。 

⑨伝統工芸品、地場産品を活用した産業の振興を図るため、デザイナーをはじめとしたクリエイター

等との連携により、商品開発及び販路開拓の支援を行います。また、デザイン性の高い優れた伝統

産品・地場産品等を三重グッドデザイン（工芸品等）に選定し、県内外において情報発信を行い、

伝統工芸品、地場産品等を活用した商品開発の機運醸成に取り組みます。加えて、伝統産業・地場

産業の事業者による後継者育成や若手の技術向上・販路開拓のための取組を支援するほか、地域産

業資源の指定等により、地域産業資源を活用した事業者の取組を支援します。 

⑩「三重の日本酒」について、平成 30 年度の取組結果をふまえ、県内酒蔵等と共にヨーロッパで日本

に関心の高いシェフ、バイヤー、一般消費者等へのプロモーションを継続します。加えて、現地の

バイヤー・店舗等を訪問するなど、一層のネットワークづくりに取り組み、海外への販路開拓及び

ブランド価値を高めるきっかけづくりを行います。 

⑪中小企業者等に対する地域資源活用施策の周知・普及啓発活動を行い、地域資源を活用した事業者

の取組をフォローアップします。 

⑫ＩＣＴ活用に関する意識や理解の向上、ＩＣＴ人材の育成による人材不足解消、及びＩＣＴを導入

しやすい環境整備の実現に向け、「三重県ＩＣＴによる産業活性化推進方針」に関する外部評価委員

会を開催し、委員からの意見もふまえて関係各課及び産学官が連携することで、より効果的な取組

を行います。 

 

 





 
 

③事業承継支援総合対策事業 

【基本事業名：32101 中小企業・小規模企業の主体的な取組の促進】 

予算額：（30） １４，７４６千円 → （31） １２，５６１千円 

事業概要：県内の中小企業・小規模企業が減少し、経営者の高齢化が進む中、後継者難による廃業

を防止し、地域経済の維持・発展を図るため、関係機関が連携して、早期・計画的な事

業承継の準備、円滑な事業承継の実施、後継者による経営革新等への挑戦を促進するな

ど、「プレ承継」「事業承継」「ポスト承継」の各段階に応じたきめ細かな支援を総合的・

集中的に実施します。 

 

④（新）移住者継業マッチング支援事業 

【基本事業名：32101 中小企業・小規模企業の主体的な取組の促進】 

予算額：（30） － 千円 → （31） １，６６９千円 

事業概要：三重県に若者等の移住者を呼び込み、定着につなげるとともに、創業・継業等によって

地域に必要とされる価値ある企業の創出・存続を促進するため、県内の後継者不在企業

と都会で「起業」「継業」に関心のある移住希望者とのマッチング支援を行います。 

 

⑤中小企業金融対策事業 

【基本事業名：32101 中小企業・小規模企業の主体的な取組の促進】 

予算額：（30） ３８２，２２３千円 → （31） ３１５，０３２千円 

事業概要：県内中小企業・小規模企業の資金供給の円滑化を図るため、地域金融機関の協力を得て

信用保証制度とともに、県中小企業融資制度を運用します。また、市町が地域独自の金

融支援（利子補給補助）を行う場合、県がその一定割合を補助します。 

 

⑥（一部新）スタートアップ支援事業 

【基本事業名：32102 商業・サービス産業の振興】 

予算額：（30） ４，１２４千円 → （31） ６，４０６千円 

事業概要：企業の新陳代謝とさらなる成長促進により、三重県経済の発展を図るため、創業・第二

創業（スタートアップ）やグローバルな視点を有するスタートアップを支援するととも

に、地域における快適な生活を実現するため、生活関連サービスを総合的に担う事業者

の創出に取り組みます。 

 

⑦（一部新）商店街等活性化支援事業 

【基本事業名：32102 商業・サービス産業の振興】 

予算額：（30） １，４３１千円 → （31） １，０５７千円 

事業概要：商店街や地域商業の活性化を図るため、商店街等が実施する課題解決や今後の取組に対

する検討等に対して、専門家の派遣等を中心とした支援を行うとともに、国等の制度及

び先進事例等の情報提供を行います。また、消費者ニーズの変化、決済方法の多様化な

ど、商業環境の変化に応じた新たな商店街づくりを進めるため、ＩＴ利活用や先進的取

組をはじめ、次世代型の商店街等に関するセミナー開催や実証等に取り組みます。 

 

 



 
 

⑧（新）みえクリエイティブ・ラボ構想推進事業 

【基本事業名：32102 商業・サービス産業の振興】  

  予算額：（30） － 千円 → （31） １，０５４千円 

  事業概要：クリエイティブ活動への機運の醸成や、県内企業とクリエイター等との「出会いの場」

の創出を図るため、県内外の第一線で活躍するクリエイターを講師に迎え、県内の中小

企業やクリエイター等を対象に、セミナーや交流会を開催します。 

 

⑨（新）空の移動革命促進事業 

【基本事業名：32102 商業・サービス産業の振興】 

予算額：（30） － 千円 → （31） ３，０００千円 

事業概要：三重県が抱える交通や観光、物流、生活、防災等の様々な地域課題を解決し、地域にお

ける生活の質の維持・向上と新たな産業の創出を図るため、近い将来に実現が見込まれ

る新たなテクノロジー「空飛ぶクルマ」の導入をめざし、国が設置した官民協議会と連

携して、県内での実証等に向けた環境整備を進めます。 

 

⑩伝統産業・地場産業の新たな市場開拓促進事業 

【基本事業名：32103 伝統産業・地場産業、地域資源を活用した産業の振興】 

予算額：（30） ５，０８１千円 → （31） ５，６９０千円 

事業概要：伝統産業・地場産業が直面する、ライフスタイルの変化による需要の低迷や消費の縮小

などの課題に対応していくため、大都市圏のニーズをふまえた付加価値の高い商品開発

や販路開拓の取組を促進します。また、優れた商品開発の機運を高めるとともに、事業

者の後継者育成、若手の技術向上・販路開拓をめざす取組を促進するほか、地域資源活

用促進法に基づく地域産業資源の指定など、地域資源を活用した事業者の取組を支援し

ます。 

 

⑪日本酒の魅力発信・販路拡大支援事業 

【基本事業名：32103 伝統産業・地場産業、地域資源を活用した産業の振興】 

予算額：（30） ６，２８２千円 → （31） ６，５４４千円 

事業概要：「三重の日本酒」のヨーロッパへの販路拡大及びブランド価値の向上を図るため、フラ

ンス・パリ市内において、ヨーロッパの富裕層をターゲットとして、日本に関心の高い

シェフ、バイヤー、一般消費者等にプロモーションを実施し、事業者の取組を支援しま

す。 

 

⑫ＩＣＴ利活用産業活性化推進事業【基本事業名：32104 ＩＣＴを活用した産業振興】 

  予算額：（30） １２，８１６千円 → （31） １６，５３０千円 

  事業概要：急速に発展・普及しているＩＣＴ技術の利活用により、人手不足等の課題を抱える地域

経済の活性化を図るため、「三重県ＩｏＴ推進ラボ」を中心に、ラボ参画企業の提案に

基づくプロジェクト構築などにより県内の先導的な取組を推進するとともに、セミナー

や講座等の開催によるＩＣＴ関連情報の共有や人材育成、ＩＣＴベンダー企業とユーザ

ー企業のマッチングなどにより中小企業等におけるＩＣＴの導入・利活用を促進します。 


